
 

 

 

 

 

 令和８年度全国学力・学習状況調査の結果についてお知らせします。 

 

１ 調査の概要 

（１）目的 

 ○ 義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学 

習状況を把握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図るとともに、学

校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。さらに、その

ような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

（２）調査期日 令和８年４月２３日（木） 

 

（３）調査を実施した校数・児童生徒数 

 

 

 

 

 

２ 美祢市の結果 

 

（１）教科に関する結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※「中学校英語」IRTを用いた結果返却について 

IRT に基づいて各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした 

得点で表すものです。 

 

学年 学校数 児童生徒数 

小学校第６学年  ９校 児童数 １１５人 

中学校第３学年   ５校 生徒数 １３６人 

 小学校 中学校 

国語 算数 国語 数学 英語 

美祢市 57 53 67 55 497 

山口県 62 57 64 57 495～504 

全国 60.9 56.4 63.9 57.0 499 

令和８年度 

全国学力・学習状況調査の結果について（美祢市） 

      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



〈教科の出題の具体より〉（ ）は県平均との差 【 】は全国平均との差 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

算 数 

◎１（１） 立方体の体積の計算による求め方について理解している（+7.7％）

【+9.9％】 

◎４（１） 示された二つの表から、集計に誤りのある項目を見付け、その根拠を

表の中の数と言葉を用いて記述できる（+4.0％）【+8.1％】 

△１（３） 体積の意味について理解している（-10.8％）【-12.3％】 

△２（３） 単位量当たりの大きさを求める除法の式の意味を理解し、その商から

二つの広場のどちらの方が混んでいるのかについて判断できる 

（-9.8％）【-10.9％】 

◎２四 互いの立場や考えを尊重しながら話し合い、結論を導くために考えをま

とめることができる（+6.2％）【+7.6％】 

◎１二 単語の類別について理解している（+6.7％）【+7.0％】 

△４一 文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉えることがで

きる（-2.3％）【-1.7％】 

中学校 

国 語 

◎４ 反比例の関係を表す表の特徴を捉えて、ｘの値に対応するｙの値を求めるこ

とができる（+11.0％）【+13.8％】 

◎９（２） 箱ひげ図と四分位数の対応について理解している（+7.9％）【+7.3％】 

△８（２） 筋道を立てて考え、証明することができる（-13.4％）【-14.5％】 

△５ 起こり得る場合を樹形図や二次元の表を利用するなどして整理し、確率を求

めることができる（-9.1％）【-10.9％】 

小学校 

国 語 

◎３三（２） 文章を読んで理解したことに基づいて、自分の考えをまとめるこ

とができる（+5.6%）【+4.5％】 

○２二 考えとそれを支える理由や事例など情報と情報との関係について理解

することができる（+3.9％）【+4.1％】 

△３一 話や文章の種類とその特徴について理解することができる（-11.1％） 

【-10.6％】 

△３三（１） 目的に応じて、必要な情報を見付けることができる（-9.9％） 

【-12.9％】 

 

 

中学校 

数 学 

◎５ 社会的な話題について、話を聞き、要点を捉えることができる（+10.4％）

【+9.4％】 

◎１３ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、ま

とまりのある文章を書くことができる（+4.9％）【+7.1％】 

△１４ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、ま

とまりのある文章を書くことができる（-7.5％）【-9.0％】 

△７ 日常的な話題について、目的に応じて、必要な情報を読み取ることがで

きる（-6.8％）【-7.8％】 

中学校 

英 語 



【特に正答率が低かった問題】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校 

国 語 
目的に応じて、必要な情報を見付けることができる（-9.9％）【-12.9％】 

小学校 

算 数 
体積の意味について理解している（-10.8％）【-12.3％】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文章の中心的な部分と付加的な部分について叙述を基に捉えることができ

る（-2.3％）【-1.7％】 

中学校 

国 語 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

数 学 

中学校 

英 語 

筋道を立てて考え、証明することができる（-13.4％）【-14.5％】 

日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、まとまり

のある文章を書くことができる（-7.5％）【-9.0％】 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）児童生徒質問紙調査の結果 

当てはまると答えた割合が県平均よりも高いものを◎、低いものを△ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校：成果・課題の分析 

〇 国語では、情報相互の関係を捉え、文章の内容を自分の経験と結び付けて表現する

力に成果が見られた。算数では、計算手続を用いることや、表の数値を根拠として

説明することができていた。 

〇 一方で、目的に応じて必要な情報を選び、話や文章を構成する力や、数量・図形の

意味を捉え、複数の条件を関連付けて問題を解決する力に課題が見られた。今後は、

情報を選択・関連付け、根拠を明確にして説明する活動を各教科で充実させる必要

がある。 

中学校：成果・課題の分析 

〇 国語では、言葉の特徴を理解し、目的や相手に応じて考えをまとめ表現する力に成

果が見られた。数学では、数と式や関数、英語では、話の要点を聞き取ったり、自分

の考えをまとまりのある文章で書いたりする力が見られた。 

〇 一方で、数学では、図形の性質を基に筋道を立てて証明する力、英語では、目的に

応じて必要な情報を読み取り、正確な英文で表現する力に課題が見られた。今後は、

知識・技能を実際の場面で活用し、根拠や関係を明確にして説明する学習を充実さ

せる必要がある。 

小学校 

◎ 地域や社会をよくするために何かしてみたいと思いますか（＋8.1pt） 

◎ 国語の授業で、先生は、よいところや前よりもできるようになったところを伝えて

くれましたか（＋7.4pt） 

◎ 先生は、授業やテストで間違えたところなどについて、分かるまで教えてくれてい

ると思いますか（＋7.0pt） 

◎ 学校に行くのは楽しいと思いますか（＋4.3pt） 

△ 毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか（－5.7pt） 

△ ICT機器で文章を作成することができると思いますか（－5.3pt） 

 

※地域や社会への貢献意欲が高く、学校生活への肯定感や、教員による丁寧な指導・承

認を実感している児童が多い。一方で、県平均と比べると、就寝・起床時刻などの基

本的生活習慣や、ICTを使って文章を作成することへの自信に課題が見られる。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）市教委の重点的取組：学校訪問や授業支援を通じた伴走型の学校支援の強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校 

◎ 自分と違う意見について考えるのは楽しいと思いますか（＋9.8pt） 

◎ 今回の国語の記述式問題について、全ての問題で最後まで解答を書こうとしましたか

（＋7.2pt） 

◎ 英語の授業の内容はよく分かりますか（＋3.9pt） 

◎ 学校に行くのは楽しいと思いますか（＋3.3pt） 

△ 英語の授業で、キーボードを使って英語を書く活動を行っていましたか（－25.8pt） 

△ 困りごとや不安がある時に、先生や学校にいる大人にいつでも相談できますか（－14.2pt） 

△ ICT機器を使って情報を整理することができると思いますか（－12.0pt） 

△ 自分の考えが伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工夫して発表していました

か（－7.4pt） 

 

※異なる意見を受け止めて考える姿勢や、記述式問題に粘り強く取り組む態度、学校生活

への肯定感が見られる。一方で、困りごとを学校の大人に相談することや、ICTを使った

情報の整理・表現、自分の考えが伝わるように発表を工夫することに課題が見られる。 

【１】基礎・基本の定着と学び直しの充実 
課題：学習内容の確実な定着とつまずきの早期把握・改善 
取組〇 単元の終末における確認問題等を活用した定着状況の把握 

〇 誤答の要因を具体的に捉え、一人ひとりの実態に応じた学び直しを実施 
〇 低学年からの基礎的な学習内容や学習習慣の定着に向けた継続的な支援 

 
【２】問題場面を捉え、知識・技能を活用する授業改善 
課題：何が問われているかを捉え条件や情報を整理・選択・関連付ける力 
取組〇 問題の目的・条件・求める内容を整理し題意を正確に捉える学習活動の充実 

〇 図・表・文章・式等を関連付け、解決方法を選んだ理由を説明する活動の充実 
〇 複数の情報を比較・関連付け、根拠を明確にして考えを表現する活動の充実

 
【３】自己調整する力を育む自由進度学習等の充実 
課題：自らの学習状況を捉え、目標や学習方法を選択・調整しながら学ぶ力 
取組〇 単元の見通しをもち学習内容、方法、形態等を自ら選択できる学習過程の工夫 

〇 学習の途中で理解度や進捗を振り返り、必要に応じた学び方の修正機会の確保 
〇 児童生徒の振り返りと教師の形成的評価を生かした、個に応じた支援と学び直 

しの充実
 

【４】教育データに基づく伴走型の学校支援 
課題：調査結果からつまずきを捉え、授業改善と個別支援につなげる仕組みづくり 
取組〇 学力調査、確認問題、日常の学習状況等を関連付けた一人ひとりの実態把握 

〇 学力向上プランを活用した、確認の徹底と短期的な改善サイクルの構築 
〇 担当指導主事による学校訪問、授業参観エントリー制度、単元計画づくりを通 

した、各校の課題に応じた継続的な指導・助言 


